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地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
創
出
の
今
後
の

展
開
は
ど
う
か
。
ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
は
あ

る
の
か
。

　
　

農
業
分
野
で
は
、
農
家
の
高
齢
化
の
進
行
な

ど
で
労
働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新

た
に
労
働
力
支
援
の
仕
組
み
と
し
て
、
二
十
四
年

度
は
農
作
業
の
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
す
る
助
成
を
行

う
予
定
に
し
て
い
る
。
企
業
振
興
分
野
で
は
、
新

規
企
業
の
立
地
、
地
場
産
業
の
拡
大
を
促
進
し
、

雇
用
創
出
の
増
大
を
図
る
こ
と
を
支
援
す
る
た

め
、
今
回
、
島
原
市
企
業
立
地
促
進
及
び
雇
用
の

創
出
に
関
す
る
条
例
を
上
程
し
て
い
る
。

　
　

市
所
有
の
住
宅
戸
数
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、十
九
団
地
、九
百
四
十
四
戸
で
あ
る
。

　
　

民
間
ア
パ
ー
ト
、
賃
貸
住
宅
の
空
き
家
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

長
崎
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
島
原
支
部
の

二
十
三
年
九
月
の
調
査
に
よ
る
と
、
市
内
ア
パ
ー

ト
千
三
百
八
十
四
戸
の
う
ち
百
五
十
戸
が
空
き
部

屋
に
な
っ
て
お
り
、
一
戸
建
て
七
百
五
十
九
戸
の

う
ち
空
き
家
が
五
十
戸
、
マ
ン
シ
ョ
ン
百
一
戸
の

う
ち
十
七
戸
が
空
き
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
の
建
て
か
え
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　

現
在
工
事
中
の
萩
が
丘
住
宅
以
外
に
は
、
建

て
か
え
の
計
画
は
な
い
。

　
　

婦
人
会
、
青
年
団
の
会
員
数
の
激
減
を
ど
う

と
ら
え
る
の
か
。

　
　

婦
人
会
は
十
三
年
度
で
二
千
六
百
八
十
四
人

だ
っ
た
が
、
二
十
三
年
度
は
千
百
五
十
五
人
に
な

っ
て
い
る
。
会
員
数
減
少
の
要
因
は
、
地
域
帰
属

意
識
の
希
薄
化
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
地
域
行
事
へ
の
協
力
や
青
少
年
健
全
育

成
推
進
な
ど
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
団
体
で
あ

り
、
会
員
減
少
対
策
へ
の
支
援
を
行
い
た
い
。

　
　

ど
の
よ
う
な
方
法
で
市
民
の
意
見
を
吸
い
上

げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
基
本
構
想
や
素
案
を
提
示
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
各
地
区
公
民
館
や
市
役
所
を
通
じ
て
市
民

皆
様
の
御
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

島
原
半
島
「
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｕ
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
内
容
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

「
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｕ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
島
原
半
島
観
光
連
盟
を
中
心
に
島
原
半
島
の

一
体
的
な
推
進
体
制
を
構
築
し
、
島
原
半
島
の
魅

力
を
売
り
込
む
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
あ

る
。
二
十
四
年
度
は
観
光
窓
口
機
能
の
強
化
や
旅

行
商
品
の
開
発
等
を
行
い
、
組
織
強
化
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
基
盤
づ
く
り
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　

「
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｕ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

部
会
や
小
委
員
会
に
、
市
民
が
参
加
し
た
り
意
見

を
述
べ
る
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

　
　

市
民
や
半
島
の
皆
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は

で
き
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
意
見
も
拝
聴
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
の
が
大
変
重
要
だ
と
思
う
。

　
　

長
崎
上
海
航
路
か
ら
本
市
へ
の
誘
客
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　

上
海
航
路
開
設
の
効
果
と
県
内
観
光
の
活
性

化
に
生
か
す
べ
く
、
行
政
と
民
間
が
情
報
を
共
有

し
、
連
携
し
て
お
も
て
な
し
事
業
や
ツ
ア
ー
商
品

の
造
成
、
販
売
な
ど
を
行
い
た
い
。

　
　

地
域
力
向
上
支
援
事
業
の
今
後
の
取
り
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

島
原
の
食
や
湧
水
な
ど
を
活
用
し
た
活
性
化

方
策
に
つ
い
て
慶
応
義
塾
大
学
か
ら
提
言
を
い
た

だ
い
た
。
二
十
四
年
度
は
具
体
的
な
施
策
の
実
践

に
向
け
、
引
き
続
き
同
大
学
と
連
携
し
地
域
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
市
民
の
方
へ
周
知
す
る
た

め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
発
行
し
て
い
る

「
島
原
市
の
ち
か
ら
こ
ぶ
」
を
全
世
帯
に
配
布
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
施
策

を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
体
系
図
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
。

　
　

「
島
原
市
の
ち
か
ら
こ
ぶ
」
の
全
世
帯
配
布

は
予
算
に
も
か
か
わ
る
の
で
検
討
し
た
い
。
体
系

図
は
必
要
だ
と
思
う
の
で
作
成
し
た
い
。

　
　

二
十
四
年
度
か
ら
小
中
学
校
図
書
館
の
学
校

司
書
に
対
し
、
地
方
交
付
税
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
。
本
市
は
既
に
全
小
中
学
校
に
学
校
司
書
が
配

置
さ
れ
た
先
進
地
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
一
歩
進

ん
だ
活
性
化
策
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
、
現
行
の
週
三
日
が
適
当
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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議員

教
育
関
係
に
つ
い
て

施
政
方
針
に
つ
い
て

庁
舎
建
設
に
つ
い
て

観
光
振
興
に
つ
い
て

如水クラブ

山本　由夫

議員

庶民の会

林田　　勉

　
婦
人
会
、
青
年
団
の
現
状

に
つ
い
て

　
市
営
住
宅
の
供
給
の
あ
り

方
に
つ
い
て

　
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険

事
業
に
つ
い
て


